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平成 29 年 7 月 27 日  

（公財）石川県埋蔵文化財センター  

 

 

１ 「柄付
え つ

き鉄
てつ

製
せい

鉇
やりがんな

」について 

（１）主な特徴 

   木製の柄が完存する鉇。全長 16.3 ㎝、柄の長さ 13.9 ㎝、太さ（柄の端部）3.5 ㎝

を測る。鉄の部分は長さ 5.1 ㎝で、柄の中に 2.7 ㎝挟み込まれている。刃部は三角形

で、その両辺に刃がつき、幅 1.9 ㎝、厚さ 2 ㎜を測る。 

発表要旨： 小松市八日市地方遺跡で、弥生時代中期前半（約 2,300 年前）

の「鉄
てつ

製
せい

鉇
やりがんな

」が出土した。鉇は木製の柄に装着され、当時

使用されていたままの状態で出土しており、柄が完存する弥生

時代の鉄製鉇としては、国内初出土で、最古の資料となる。  

      今回出土した鉇は、日本列島で鉄器の生産が始まる以前のも

ので、大陸からもたらされたものと考えられ、弥生時代に鉄器

が列島各地へ普及していく過程を考えるうえでも、極めて貴重

な資料である。  
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   柄の樹種は、カヤもしくはイヌガヤと見られる。横断面の形は円形から楕円形で、

柄の下端に直径 3.5 ㎝のグリップエンドが削り出されている。また、柄の下方には、

斜めの格子
こ う し

文様
もんよう

が彫り込まれている。 

   柄は、上半部を二枚合わせにして鉄製鉇を挟み込み、テープ状に加工した桜の樹皮

を刃部側から巻き付けて固定している。 

（２）時 期 

鉇は、遺跡を東西に貫流する川の堆積土（Ｆ層）から出土し、共伴する土器は、弥

生時代中期前半（八日市地方 6・7 期）に位置付けられる。当該期の年代は、小松市

教育委員会による科学的年代測定で紀元前 250 年前後（約 2,300 年前）にあたる。 

（３）出土意義 

今回の鉇は、日本列島で鉄器の生産が始まる以前の鉄器と考えられる。このような

鉄器は大陸からもたらされた「舶載
はくさい

鉄器」と呼ばれ、鉇の他、斧
おの

、鑿
のみ

などがあるが、

当時の具体的な使用状況についてはほとんどわかっていない。 

 木器が多く出土している八日市地方遺跡では、精巧な造りの木器に残る加工痕から、

弥生時代中期前半以降には、小型鉄器の使用が推測されてきた。その小型鉄器が今回

出土した鉇である。しかも装飾性の豊かな木製の柄が完存し、当時の使用状況までも

が分かるものである。 

 今回の発見は、この時期に、小型鉄器が木工具として実際に使用されていたことが

明らかになっただけでなく、弥生時代に鉄器が列島各地へ普及していく過程を考える

うえでも、極めて貴重な資料である。 

 

２ 発掘調査の概要 

（１）遺 跡 名 八日市地方遺跡 

（２）所 在 地 石川県小松市土居原町、日の出町地内 

（３）調査原因 北陸新幹線建設事業金沢～敦賀間に係る埋蔵文化財発掘調査 

（４）調査担当 公益財団法人石川県埋蔵文化財センター（石川県教育委員会委託事業） 

（５）調査期間 平成 29 年 4 月 4 日～平成 29 年 6 月 30 日 

（６）調査面積 1,240 ㎡ 

（７）調査概要 

   平成 27 年度から始まった今回の発掘調査は、北陸新幹線建設に伴い JR 小松駅の

東側を、北陸線に沿って遺跡を南北に貫く調査を実施したことになる。 

調査範囲の中では、集落を東西に貫流する川の右岸（北岸）に平地式建物などの

遺構が濃密に存在する居住域があり、その北辺を取り囲むように多重の環濠
かんごう

が掘削

されていた。 

また、環濠の北および川の左岸（南岸）側には、方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

を中心とした墓域が
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広がっていることも確認した。 

環濠に囲まれた居住域と川からは、弥生土器、玉作り関連遺物、木製遺物などの大

量の遺物が出土した。 

 

３ 今後の展示公開 

   パネル展示 

    日 時：7 月 29 日（土）～1 ヶ月程度 

    場 所：石川県埋蔵文化財センター ホール 

        （金沢市中戸町 18 番地 1 電話 076-229-4477） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八日市地方遺跡
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調査区の位置と遺跡概念図

出土地点

（小松市教育委員会作成に加筆）
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柄付き鉄製鉇

柄付き鉄製鉇

写
真
１



出土状況

発掘作業風景

写
真
２



出土地点（川跡）

発掘作業風景

写
真
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（下濱 2016 を一部改変）
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橙色塗り部分：「柄付き鉄製鉇」の時期・年代

※AMS－加速器質量分析（AMS）法による放射性炭素年代測定の略。資料中の放射性炭素（14C）比率から年代を測定する方法
　年輪－年輪年代測定の略。年ごとに異なる樹木の年輪成長量を利用して年代を測定する方法

「柄付き鉄製鉇」の時期・年代と八日市地方遺跡の変遷
（表出典：小松市教育委員会2016『八日市地方遺跡Ⅱ－小松駅東土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書－』） 

え てつせいやりがんな

 
資料１



八日市地方遺跡について 

①立 地 

八日市地方遺跡は、小松市日の出町を中心とする JR 小松駅東側一帯に所在し、推定面

積 15 万㎡を超える北陸地域を代表する弥生時代中期の大規模環濠
かんごう

集落
しゅうらく

である。 

遺跡は、標高 1～2ｍ程度で南北に伸びる浜堤上に立地するものと考えられる。遺跡の

南西側にはかつての今江潟、南側には木場潟、さらに北側には梯川が存在し、潟湖と主要

河川の合流点という交通の門戸に位置する遺跡と捉えることができる。 

②内 容 

八日市地方遺跡は、これまでにも多くの発掘調査が実施され、集落中央を東西に貫く川

（埋積浅谷）の両岸に多重の環濠に囲まれた居住域があり、環濠の外側には方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

を主体とする墓域が展開していることが明らかになっている。遺構では平地式
へいちしき

建物
たてもの

、掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

、井戸、土坑
ど こ う

などを多数確認している。 

発掘調査により発見された出土品は数十万点にも及ぶ膨大な量で、土器・土製品、木製

品、石器・石製品などがある。土器では、近江、東海、瀬戸内、山陰などからの搬入品な

いし模倣品が含まれており、広範な地域間交流が行われていたことを示している。 

生産関連では、ヒスイ製勾玉や碧玉製
へきぎょくせい

管
くだ

玉
たま

、木製の農耕具、容器類、食事具などは、

原石や原木から製作途中のものや製作に使用された道具がともに出土し、製作工程を示

す良好な資料が含まれている。 

また、鳥や人、シカ、魚、武器などをかたどった土製品や木製品などの多様な形態の祭

祀具も出土している。 

これらの出土品は、「北陸地方を代表する、弥生時代中期に盛行した拠点集落の出土品

一括として、弥生時代の生産・流通ならびに祭祀を復元するうえで極めて重要である」と

して 1,020 点が平成 23 年 6 月に国の重要文化財に指定されている。 

 

重要文化財指定品の一部／撮影 小川忠博    

一般社団法人 こまつ観光物産ネットワーク HP「まるごと・こまつ・旅ナビ」より   

資料２ 
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